
第2回 遠賀川流域生態系ネットワーク形成推進協議会

資料－２

２．取組についての状況報告

0

令和 元年 ７月 ２４日



【遠賀川一斉清掃と併せた特定外来生物オオキンケイギク駆除】
●福岡県環境部では特定外来生物のチラシを作成、配布。
●遠賀川一斉清掃を5月11日～6月16日実施。一斉清掃と併せて5機関（直方県土整備事務所、

嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所、飯塚市、香春町、大任町）でオオキンケイギクの駆除
に取り組んだ。
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取組についての状況報告

（1）外来生物駆除の取組

実施主体：大任町
場所：彦山川大任町水辺公園

実施主体：嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所
場所：飯塚市（飯塚大橋～新飯塚橋間）

■特定外来生物チラシ
（福岡県環境部自然環境課）

■オオキンケイギク駆除状況



（2）HP等による情報発信

●遠賀川河川事務所HPでは「遠賀川流域生態系ネットワーク形成」のページを開設。これま
での各委員会の経緯、資料、取組方針等を公表している。

■遠賀川河川事務所HPにおける「生態系ネットワーク形成」のページ開設
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取組についての状況報告

生態系ネットワーク形成のトップページ

PDFでダウ

ンロードで
きる

各種委員会の資料



（3）水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議
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取組についての状況報告

全国会議の様子

●平成28年度に発足した「水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議」は、今年度から
新たに嘉麻市に加入していただき、計２７市町が会員となった。

●平成31年1月11日に、「第3回水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議」が開催され、
嘉麻市長が参加された。

●６首長から、生態系ネットワーク形成が地域経済に与える好影響、生態系を活かした地域
づくりが円滑に進むためのポイントについての紹介があったほか、全国的な取組の展開に
向けて、分野を超えた自治体内の連携、自治体間の広域連携や情報共有の重要性が再認識
された。

ポイント
※生態系ネットワーク形成を進める上で、地域社会との関わりを持ち、流域での多様な主体と連携・協働した取組の
推進が必要。「水辺からはじまる生態系ネットワーク」を全国的に推進する上で、全国の首長が互いに情報を共有し、
取組の輪を広げていくことが重要

・長沼町・大崎市・坂東市・小山市・野木町
・鴻巣市・川島町・野田市・我孫子市・いすみ市
・東庄町・越前市・豊岡市・米子市・境港市
・松江市・出雲市・安来市・雲南市・奥出雲町
・飯南町・鳴門市・阿南市・西予市・四万十市
・嘉麻市・出水市 ※下線部は、新規加入市町

全国会議会員（27市町）
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